
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

410（S−324） ポ ス ター
日産婦誌54巻 2 号

P −70　 体外受精 ・胚 移 植 に お け る卵 と抗酸化物質の 相関に つ い て

新潟大
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【目的】卵胞中の 抗酸化物質　superoxide 　dismutase（SOD ） と卵 の 受精能に負 の 相関がある こ とが示唆 されて い る．今回，卵

胞 液 中 の 抗 酸化 物 質 SOD 活性 と カ タ ラ v−・ゼ値 を測定 し
， 卵 の 質 ， 妊娠 との 相 関 につ い て 臨床的 に検討 を加え た．

【方法ILongプ ロ トコ ー
ル に て 採卵 に 至 っ た35才 以 下 の 体外受精 ・胚移植症21例 を対象と した．採卵 時 に吸 引 した42卵胞液中

の SOD 活性 と カ タ ラーゼ 値 を それ ぞ れ nitro 　blue　tetrazolium還 元 法 ， 比 色 法 に て 測 定 した．ま た，卵子は 顆粒膜が 十分付着

した もの を Gradel＝1， 中等量付着を Grade2　＝　2， 過 熟 また は未熟卵 を Grade3 ＝3と し，受精卵 は veeck 分類 を用 い Gl・・1，G
2・＝2 と数 値化 し解析 した．
【成績】個々 の 卵胞における抗酸化物質と卵 の qualityの 解析 で は，カ タ ラーゼ 値と卵子評価 （r＝0．44，　P＜0．05），受精卵評価

（r ・・　− 0．64，P＜ O．05）に有意 な相 関が 認 め られ た．妊 娠 と非 妊 娠 症 例 間 で の 比 較 で は，　 SOD 活性 は妊娠例で は 有意 に 低 く（6．3
± 1．5vs ＆9 主 6．3，　p＜ O．OOo「 ）， カ タラ

ーゼ値 は 有意に 高い （O．97± O．56　vs 　O．16± 0．07，　p＜ 0．001）結果となっ た、
【結 論】卵 胞 液 中の カ タ ラ

ーゼ値 が 高い ほ ど卵 の 質が 向上 する 可 能性 が 示 唆 され た ．又 ， 卵 胞 液 中 の SOD 活性 を低下 させ るか ，

カ タラ
ーゼ 値を上昇させ る 治療 が 妊娠に 結び つ くltJ

’
能性 も示唆 され た．

P −71　 単 球 との 共培 養 に よる ヒ ト初 期 胚 発 育
・
質の 改 善効果の 検討
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【El的】IVF −ET 成績 の 限界 の
一

つ に胚 の 質の 問題が 挙げ られ る．我 々 は こ れ まで にマ ウ ス にお い て ， 腹 腔 マ ク ロ フ ァ
ージ と

の 共培養に よ りマ ウ ス 初期胚の 発 育促 進及 び質 の 向上 効 果 を報告 して きた．今回，当大 学医学部倫 理委員会 の 承認の もと，
「
ヒ

ト臨床へ の 応用 の 前段階 と して ， ヒ ト初期胚 と 同
一

患者 の 末梢静脈洫は り分離
・
調整 した単球 との 共培養 を行 い ，胚の 分割速

度及び 質へ の 影響 に つ い て 検討 し た．
【方法】当科で 施行した IVF・ET 症例 の うち， 前核期胚 が 10個 以 上 認 め られ ， 患者の informed　consent の 得 られ た 症例 につ い

て ，at　random に前 核 期胚1〜2個 を 単 球 と共 培 養 し，共培 養 開 始 よ り24，36時間 目に 胚の stage 及 び Veeck 分類 に よ る 形態学

的 評価 を 行い ，通 常の 臨 床で 行 っ て い る培養 （通常培養群） と比 較検討 した，尚，共培養群 の 胚は 実験終了後 ， 廃棄 した．
【成績】培養24時問目に お ける 胚の stage は，通常培養 （n ＝97）で 3〜4細 胞期 ， 共培養 （n ＝32）で は4〜6細 胞 期 の もの が 多

く， 共培養群 で胚 の stage が進行す る傾向を示 した が ， 有意差 は なか っ た．一方， 胚 の 形態学的 評価で は24，36時間目い ずれ

に お い て も共培 養 群 で 有 意 に 良 好 胚 （gradel，2） の 割 合 が 高 か っ た．
【結 論｝ヒ ト初 期 胚 と単球 との 共培養 に よ る胚 の 質の 向．ヒ効果が 明 らか となり，今後，IVF −ET の 成績向上 ならび にその 機序

解明は現在 の 培養条件の 限 界の 打開 に 役立 つ もの と期待 さ れ る．

P ・72　 前核期 と分割期 にお け る胚 評 価法 の 比 較 検 討

東邦大 大 森病院

渋井幸裕，雀部　豊，伊藤嘉奈 子 ， 間 崎和夫 ， 祖母 井 英 ， 竹下 直樹 ， 安部裕司 ， 久保 春海

【目的】近年，前核期 に お け る胚評価 に 関す る報告が注目されて い る．今回，前核期 と分割期 に おける胚評傭法の 臨床成績 に

つ い て 後方視的に 比 較検討 し た ．
【方法】2000°4 　9月 よ り2001年 5月 まで に イ ン フ ォ

ーム ドコ ン セ ン トを得 た うえ で採卵 を施 行 さ れ た84症 例84周期を 対象 と し

た．方法 は 媒精 また は 顕微授精16〜ユ8時 闇 後 に 前核 と核小体の 評 価 を行 っ た．前核 は両前核 の 距離（a ：接着，b ；接す る，　 c ：

離れ る）， 核小体は 同期性 の 有無 （5 ：同期性あ り，3 ： 同期 しか けて い る，0 ：同期性 なし）に つ い て 評価 し，胚移植は前核期

評価 と従来 の 形態 学的指標 （Veeck 分類） の 2 点 を指標 に 胚 の 選別 を行 っ た．
【成績 1前核期評価 に お い て 移植胚 に a−5，a・3，　b・5の い ず れか を含 む症例 （以 下 A ）の 妊娠率 は79％ （26／33）， 移植 胚 に Veeck
分類 Grade ユ，2の い ず れ か を含む症例 （以 下 B ）の 妊娠率 は44 ％

a

（2‘〕／46 ）で あ っ た．一一
方妊娠不 成 立 例 に お い て A 群 は 15

％
b
（7／47），B 群 は 84％ b

（26／31）で あ っ た，さ らに 回収卵 中 2前核 を 形成 した胚 の うち a −5，　a−3，　b−5の い ず れ か が 占め る割合

は ， 妊娠成立症例 で は 19％ （35／180），妊娠 不成 立症 例 で は6％ （16／276）で あ っ た （
”
，
b
，
’P ＜ 0．05）．

【結論】前核期評価 にお い て a−5，a−3，　b−5は 良好胚 で あ る こ とが 考えられた．前核期における良好胚は分割期評価 と比較 して妊

娠 率 にお い て 特異性 を認め た．さ らに 妊娠例 で は，前核期 に お ける 良好胚 を比 較的高率 に 認 め る こ とか ら，前核期評価 は 治療

周期 に お ける 総合的 な評価 の 措標 となりうる 可能性 が示 され た ．
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